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Abstract The purpose of this study is to evaluate the training time and the accuracy of the work 
quantitatively, focusing on the training of Grade 3 of National Trade Skill Test & 
Certification(NTSTC) for the skill education of young people. Based on the results, we will 
make a basic study on the ideal guidance and optimization of education that young technicians 
require to acquire skills. 
 















































2.とび 3 級実技試験の概要 



















の概要を Table1 に示す． 






























4 〇 〇 設置材から柱までの700の寸法を意識する
5 〇 〇 〇 中心柱・左柱が曲がらないように
6 〇 〇 2時間30分きれなかったら補習




11 〇 〇 〇 〇 2時間00分きれなかったら補習
12 〇 〇 〇 所作(単管パイプを持ってくる・ラチェットを回すなど)を早くする
13 〇 〇 〇 〇 〇 手すり・中さんの寸法を測った後、単管パイプを乗せた後に一度確認
14 〇 〇 クランプの閉め忘れのチェック
15 〇 〇 〇 手すり中さんは斜めに測らないように
16 〇 〇 建地の単管に合わせて垂直に測定するように
17 〇 〇 タイムクリアしているので寸法や水平・垂直にもっと気を遣う
18 〇 遅い子　足場板を乗せる前にクランプの閉め忘れがないか
19 〇 速い子　足場板を乗せる前に寸法・クランプの閉め忘れがないか
20 〇 〇 遅い子　最後に締め忘れをチェックする
21 〇 〇 速い子　ころばし入れたところで締め忘れをチェックする
練習回数
指導内容№
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4.2 練習回数と正確さ・時間の関係 
練習の平均ミス数(正確さ) を Fig1 に示す．ミス







































布について Fig3 に示す．練習 1～3 回目までは，
組立制限時間 110 分を大幅に超える生徒が 50%超
であったが，練習 4 回目を境に，減少しているこ
とが見受けられる．4.1 の指導の中で 4 回目から所
作を早くする指導が影響しているのではないかと
考えられる．また，組立時間が 110 分以上 120 分
未満であった生徒が 4 回目を境に 110 分未満へ転




























































































































































13 6 3 12 16 19 17 14
46 21 8 21 4
6 24 12 15 34 3 33
24 6 9 37 15 6 3
9 25 18 24 12 12
3 3 3 12 34 18 27
3 12 15 24 34 12
9 9 31 30 21
3 12 28 18 15 24
31 22 22 25








































Fig4 Training frequency and distribution of mistakes 
 
4.5 練習の時間とミスの関係 
4.3・4.4 の知見を元に 1・5・8・10 回目の練習
に着目し，練習とミスの関係を分析するため，制
限時間の 110 分を目安に 3 つに大別した．大別し
た時間を Table3 に示す． 
 







4.5.1 練習 1回目の時間とミスの関係 
練習 1回目の時間とミスの関係について Fig5に
示す．なお，4.5.1 から 4.5.4 に示すグラフは，例
えば Fig5 では 120 分以上かかり，且つミスをして
いる(すなわちグラフの“遅い(120 分以上)”)生徒






















Fig5 The Relation between elapsed time and mistakes 
in the 1st practice  
 
4.5.2 練習 5回目の時間とミスの関係 
練習 5回目の時間とミスの関係について Fig6に













Fig6 The Relation between elapsed time and mistakes 
in the 5th practices 
 
4.5.3 練習 8回目の時間とミスの関係 
練習 8回目の時間とミスの関係について Fig7に
示す． 4.3 で前述した通り，8 回目で時間が“普
通(90 分以上 120 分未満)”が 19 人， “早い(80




























































































































Fig7 The Relation between elapsed time and mistakes 
in the 8th practice 
 
4.5.4 練習 10 回目の時間とミスの関係 




ると， “早い(80 分未満)”が全体の 2/3 程度であ
ることがわかる．さらに，一人当たりの平均ミス












Fig8 The Relation between elapsed time and mistakes 















































とび 3 級の実技指導においてポイントは 3 点あ



































































1 【出来栄え】 【出来栄え】 【出来栄え】
2 【出来栄え】 【寸法精度】 【安全】
3 【出来栄え】 【出来栄え】 【寸法精度】
4 【安全】 【出来栄え】 【出来栄え】
5 【出来栄え】 【寸法精度】 【出来栄え】
6 【安全】 【安全】 【出来栄え】
7 - 【出来栄え】 【寸法精度】
8 【寸法精度】 【出来栄え】【安全】 【寸法精度】
9 - 【出来栄え】 【寸法精度】【出来栄え】
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比較的【遅い】生徒への指導 比較的【早い】生徒への指導
早期
（1～4回）
中期
(5～8回）
クランプの締め忘れを
作業最後に確認
作業の中盤と最後に
クランプの締め忘れを確認
練習
回数
組み立て時間
出来栄え・基準となる寸法が中心
制限時間内に入るよう急かせるような指導
寸法取りの難しい箇所
組み立てスピードを上げるための指導
安全面での指導が中心
長期
(9回以上)
比較的【遅い】生徒への指導 比較的【早い】生徒への指導
早期
（1～4回）
制限時間内に
完成させることを目標に
所作を早くするように指導
出来栄えを中心に指導
特に基準柱を
まっすぐ立たせるよう指導
中期
(5～8回）
出来栄えを中心に
ミスによるやり直しが
ないように指導
寸法精度を中心に指導
寸法精度や出来栄えに
こだわりを持たせる
長期
(9回以上)
クランプの締め忘れを無くす
作業の最後に確認
ミスなくスムーズな作業の心がけ
制限時間は比較的余裕でクリア
寸法精度・出来栄え・安全
全てに気を使えるように指導
　
　
安
全
作
業
は
常
に
意
識
練習
回数
組み立て時間
